
【活動報告】 

四季の森公園「自然を訪ねて～シダの観察」 

日 時：6月 21日（日）13：00～15：00 晴れ  

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺・しょうぶ園ほか 

参加者：一般 17名、スタッフ 7名 

 

梅雨の晴れ間の暑い 1日、いろいろなシダを見てまわりました。 

  

 

いろいろ比べてみました 

   

 

 

  

 

 

 

「普通っぽいシダ」を比較観察 

 

街中にも多いイヌワラビはやや明るい所を好み、葉はつ

やがなく柔らか(草質)で、葉裏の胞子嚢群は線形の包膜

に被われています。また、胞子嚢がある葉とない葉で葉の

立ち方や羽片の様子が微妙に違います(やや二形性)。 

 

里山の林床や林縁に多いベニシダはやや暗いところを好

み、葉はつやがあり厚く(紙質)で、胞子嚢群は丸くて赤い

包膜に被われていて、二形性はありません。 

 

この後、葉を触ったり裏返したりして確かめました。 

イヌワラビの胞子嚢があ

る葉(上)とない葉(下) 

 

今日見たシダで葉が一番柔かいミドリヒメワラビ

(左)と一番硬いオニカナワラビ(右)を触ってます 

リョウメンシダの葉の 

表と裏 

 

沢筋に生えていたイノデ（猪手）とオクマワラビ（雄熊蕨）を観察。どちら

も放射状に葉を伸ばします。葉柄の下部に鱗片を多数つけている様子から獣

の名前がついたそうです。鱗片の色がイノデは明るい褐色でオクマワラビは

黒褐色、イノデは少し離れた所からでも茶色の葉軸が見えます。 

 

イノデ 
オクマワラビ 



明るい湿地や暗い森にはどんなシダが？ 

  

 

 

 

 

他にもいろいろ見ました 

  

イワヒバ科の 2 種            二等辺三角形のミドリヒメワラビ 

 

  

ヤマイタチシダの羽片裏面 白い包膜が見える   ベニシダ   ミゾシダ  ゲジゲジシダ 

 

しょうぶ園では、石炭紀の木生シ

ダの末裔といわれるミズニラのほ

か、シケシダ、スギナ、ミドリヒメ

ワラビなどが見られました。 

 

沢筋をのぞき込んでジュウモンジシダを観察(左)。近くでは、イノデ

やイワガネソウ、大きく育ったベニシダなどのほか、シナサワグルミ

の大木の樹幹には、つる性のシノブとマメヅタが見られ、ノキシノブ

も多数着生していました(右)。 

 

イワヒバ 

イヌカタヒバ 


